
清水地区

１．はじめに

２．工事概要

浚渫(河川)　　1式

施工延長 125m

浚渫工(バックホウ浚渫) 1,400m3

浚渫土処理工 1,400m3

発 注 者

工 事 箇 所

静岡県静岡土木事務所

令和2年 3月10日 ～ 令和2年 6月29日

都 市 型 河 川 の 河 床 掘 削 に つ い て

令和元年度[第31-K2643-01号]　二級河川巴川総合治水対策特定
河川事業(防災・安全交付金)工事(河床掘削工)

工 事 名

　静岡県静岡市を流れる二級河川巴川は全長18Km都市型河川で、流域面積の3割が標高10m以下
の低平地を流れ河床縦断勾配が1/250～3500と、とても緩やかなため水はけが悪く周辺の土地
では、氾濫や内水たん水が起きやすい地形である。
昭和49年7月には七夕豪雨で死者27名と多大な被害が発生し
その後、総合治水対策特定河川の適用を受け放水路、遊水池といった河川施設の整備を進め、
平成11年5月に大谷放水路が完成し麻機遊水池の整備も進んだ。
しかし平成15年7月豪雨、平成26年10月の台風18号により流域各所で内水による浸水被害が発
生したことから静岡県は河道の流下能力の向上のために河口から上流6.6Kｍの河床掘削対策に
着手した。

地 区 名
会 社 名 株式会社古川組静岡支店
執 筆 者 森 本 聡

技術者番号　第00065333号

工 期

工 事 内 容

工 事 施 工 箇 所

静岡市清水区 天王南 地先

事 務 所 名

縮　 尺 　

工 事 名

測 量 年 月 日 H  

工 事 箇 所

図面 の 種 類

設 計 年 月 日 H  

静 岡 県静 岡 土 木事 務 所

二級河川巴川総合治水対策特定河川
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３．工事施工報告

１）工事施工方法

施工フロー

土運船曳航

浚渫土運搬

船団搬出

　浚渫土積込

ﾊﾞｯｸﾎｳ浚渫船団艤装完了

クラムシェル揚土

船団搬出

　浚渫土運搬

浚渫土運搬

浚渫土整地

深浅測量 船団搬入

　出来形測量

浚渫土分別

 

・・・・・船舶作業 

音響測深器による測量 

                         

・・・・・陸上作業                       

事前水準測量（ＢＭの移設） 

                                船舶作業 

                                        作業区域の旗入れ及び周辺調査 

                              ・・・・・陸上・船舶作業 

                                                  分解して陸送して来た組立式台

船をﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝで荷卸しを行

い水上で組立・艤装を行います。 

 

             ・・・・・船舶作業 

                                                      

1,600m3÷52m3=  30 日          バックホウ浚渫船による浚渫 

                                      土運船への土砂積込み 

    繰り返し                   ・・・・・船舶・陸上作業  

                                      土運船に積んだ土砂をテレス 

コ式クラムシェルにて揚土し 

密閉式ﾀﾞﾝﾌﾟに積込、脱水処理 

                                         場所に運搬する。 

                               ・・・・・陸上作業 

                                         密閉式ﾀﾞﾝﾌﾟにて運搬した浚渫土

砂をバックホウｰにて整地し 

       *出来形不足                          土砂と混廃物の分別 

        ・・・・・船舶作業 

音響測深器による測量 

      ・・・・・船舶作業 

陸上に設置したﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ 

にて解体し、ﾄﾗｯｸに積込 

現場から搬出します。 

                               ・・・・・船舶作業 

作業区域赤旗の撤去 

深浅測量作業 

準備作業 

資機材現場搬入 

ﾊﾞｯｸﾎｳ台船艤装 

浚渫作業 

５２ｍ３／日 

運搬揚土作業 

５２ｍ３／日 

片付け作業 

ﾊﾞｯｸﾎｳ台船解体 

資機材運搬 

深浅測量作業 

 

整地作業 

脱水分別処理 



２）

ａ）

*土運船満積時の喫水が0.9mである為、掘削深-1.15mだと潮位が-0.25mで土運船が着底となる。

施工時期の潮位表

ｂ）施工河川巴川は、河口が清水港となり駿河湾へと流れ込みます。駿河湾では、近年特産
物のサクラエビ及び、しらすの漁獲量が減り休漁になる事態か発生しています。原因の
一つとして濁った河川水の流入が報道されています。報道河川とは、河川規模も違いは
あるが、浚渫による水質の変化が少なからず懸念される。

現場に於ける課題・問題点

当工事の施工個所が河口から４．５Km上流の地点で在るが、巴川自体標高10m以下の低い
平地を流れ河床縦断勾配が1/250～3500である事から、干満の影響を受ける箇所となって
いる。
施工個所では、潮位表とほとんど変わらない水位となります。掘削河床高がTP-1.15とな
ると土運船の満積喫水が0.9mあるため、掘削仕上がり箇所でも大潮周りでは、土運船の
航行が不可能になり潮待ち作業が発生し作業工程が延びる。
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３）

ａ）施工個所周辺の河床高確認と施工手順

ｂ）独自の環境対策評価の立案

事前測量結果の平面図にTP-1.2m以下の水深箇所をあらかじめ示し、土運船満積時の航行
可能範囲と土運船待機場所を事前に周知を行い、基本的には干潮時以外は右岸側を優先
し、作業日毎潮位表を確認し施工手順の確認した。
土運船満積1２m3で運搬ダンプトラック当たり４m3を3台とし、運搬回数が計6回とし日平
均７２m3を目標に施工を実施しました。
施工期間中、数回土運船の座礁による潮待ちはありましたが、大潮周り期間中でも日平
均7２m3の目標は達成出来、大きく工程が延びることは無かった。

事前測量による深浅測量を実施し、施工範囲上流100m及び、下流50mを追加で25mピッチ
で測量し施工前の現状地盤高を把握し、土運船満積時の航路可能範囲を把握する。

対応策・工夫・改良点

満潮時浚渫 干潮時浚渫

当工事における独自の環境対策項目を①対策項目②対策計画③実施④確認⑤評価とし、
重点項目を河川水の濁りに対する対策とし基準値を設け記録を残すことにより、河川及
び海中汚染対策を実施ました。(下記環境対策評価表参照)

揚土場

上 流

下 流

右 岸
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４．おわりに

水質調査状況 透視度計使用

施工中日々透視度計にて水質調査を実施した。浚渫土土質が礫質土であった事もあ
り、基準値を超える値は検出されず水質汚染はなかった。
(上記水質調査結果表参照)

巴川の浚渫工事は雨期前対策で行われますが、今回の工事は、通常の発注時期がずれ込み3月
発注になり、6月末工期となっていました。しかし、梅雨時期を考慮し5月末の完了を求められ
て、渇水期と違いリスクを背負う形での工事となりましたが、施工周辺の自治体からも浚渫要
望が出ている箇所でもあり早期の工事完了を求められました。
年度末での道路規制の申請及び、冬季と違う潮位周りなどもろもろの問題がある中、5月末の
施工完了を達成する事が出来ました。
浚渫船団も特殊船で、全国的に数量が限定される中、施工時期が新型コロナウイルスでの緊急
事態宣言発令下で施工延期も騒がれた中、協力会社等の協力もあり感染リスクを極力軽減し工
事完了に至りました。
今回、緊急事態宣言発令下での施工となったわけですが、陸上土砂運搬を行う静清バイパス
は、頻繁に渋滞が発生する道路ですが、緊急事態宣言発令下で一般車両の通行も少なく、渋滞
が発生することもなくプラス材料となりました。
施工期間が非常に厳しい中、事故もなく安全な施工を終えられたことに当工事に関わったすべ
ての方々の協力と努力のおかげでした。

工事名： 令和元年度　[第31-K2643-01号]　二級河川巴川総合治水対策特定河川事業
(防災・安全交付金)　工事 (河床掘削工)

項　　目

・海洋(河川)汚濁対策

　重点項目→作業中発生する浮泥（濁り)の拡散対策

　（浚渫作業及び揚土作業時に発生する河川水の濁りについての対策）

①土壌（浮泥）海洋・河川汚染対策

　1.浮泥（濁り）の拡散を最小限にとどめることを目的として下記作業時における

　作業中止基準（濁り）を設ける。

　　・浚渫作業、揚土作業

　2.土運船運転時、風浪及び航跡波などの影響により、浚渫土及び濁水がオーバーフロ

　ーし、海中へ流出しない様、浚渫土砂の積込量を制限する。

②海洋(河川)汚染対策

　1.重機、船舶の給油やグリス補給等の際には、河川中流出事故を起こさせないよう指導し

　各作業員に周知徹底する。また万が一流出が生じた場合の手順、中和剤、吸着マット等

　の油防除材の資材確認を行う。

①土壌（浮泥）海洋・河川汚染対策

　1.透視度の測定を作業日毎に実施し、基準値内での作業を行った。

　2.積込土砂量を船倉天端より平均0.1m以上確保して作業を行った。

②海洋(河川)汚染対策

　1.油流出時の対策及び給油手順の確認を行い、油濁防除資材の有無を確認した。

①土壌（浮泥）海洋・河川汚染対策

　1.浚渫、揚土作業においての透視度測定では基準値を超える値は検出されなかった。

　2.運搬中のオーバーフローによる河川中流出はなかった。

②海洋(河川)汚染対策

　1.油流出事故は発生しなかった。

　　油濁防除資材の数量把握を行い、不足資材もなかった。

・水質調査結果

評　　価

環　境　対　策　評　価　表

添付資料

対策項目

　　　　　　　　　　　　　内　　　　　　　　　　　　　　容

対策計画

実　　施

・対象となる工種において透視度計を使用し、水質調査を実施
確　　認

（別添水質調査結果　参照）
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令和元年度[第31-K2643- 01号]

4 K
5 8
0

静 岡 市 清 水 区 天 王 南

静 岡市 清水区 天王南 地先

事業（防災・安全交付金）工事（河床掘削工）
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実施

図 面番 号４葉 中１

工事起点

令和元年度[第31-K2643-01号]二級河川巴川総合治水対策
特定河川事業（防災・安全交付金）工事（河床掘削工）

施工延長 L=100.0m　掘削工V=1,600m3　

施工個所

透視度調査箇所

1/2

透視度(㎝) 差

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

浚渫場所：巴川
4K525～4K650

5/14 晴 30 30 0

5/15 晴 30 30 0

5/13 晴 30 30 0

5/12 晴 30 30 0

5/11 晴 29 29 0

　　備　　考

測定位置

5/9 曇 30 30 0

5/7 晴 30 30 0

5/8 晴 30 30 0

作業前 作業中

透視度(㎝)

水　質　調　査　結　果　表

実施日 天候
浚渫場所(4K250)

4/23 晴 30

4/22 晴 28

4/21 晴 25

4/20 雨 21

30 0

21 0

24 -1

5/1

30 0

30 0

30 0

晴 30

4/30 晴 30

4/28 晴 30

4/29 晴 30 30 0

4/25 晴 30

晴 30

30 0

30 0

4/24 晴

4/27

28 0

30 30 0

5/16

5/18

5/19

5/20

雨

晴

晴

晴

29

30

30

30

28

30

30

30

-1

0

0

0

水質調査箇所


